
植物と鳥の歳時記（第６７回）

１．巨樹・大木とは ２．日本の巨樹・巨木 ３．大阪府の巨樹・巨木

４．吹田市の巨樹・大木 ５．関西大学の巨樹・大木 ６．巨樹の生きる厳しさ

１．鹿児島県・蒲生町 クスノキ （蒲生の大楠） 2422cm 

２．静岡県・熱海市 クスノキ (来の宮の大楠） 2390cm 

３．福岡県・築城町 クスノキ （大楠） 2100cm

３．佐賀県・武雄市 クスノキ (川古の大楠） 2100cm

３．鹿児島県・大口市 エドヒガン (なし） 2100cm

６．福岡県・宇美町 クスノキ (衣掛の森） 2000cm 

６．佐賀県・武雄市 クスノキ （武雄の大楠） 2000cm 

８．大分県・大分市 クスノキ （なし） 1850cm 

９．福岡県・朝倉町 クスノキ (隠家の森） 1800cm

１０．高知県・須崎市 クスノキ (大谷のクスノキ） 1710cm 

１０．鹿児島県・志布志町 クスノキ （志布志の大楠） 1710cm

１２．鹿児島県・上屋久町 スギ （縄文杉） 1610cm 

16.7.12

日本野鳥の会大阪支部

平 軍二(090-6901-1425）

②日本の巨樹ベスト１２

①関大の巨樹の樹齢

関大で最も大きな９本立ちの木 →

363 クスノキ 424㎝

が、いつ植樹されたかわかっていない。下の

昭和4年頃に撮影された空中・地上写真で、

クスノキが見当たらないので、昭和10年代に

植樹されたとして80年、少し大きな木(樹齢

20年程度)が植えられたとして、現時点の樹

齢100年程度と推定している。

日本一・蒲生の大楠(2009.11.9）
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③関西大学の巨樹・大木
写真のキャプション説明

（大木Ｎｏ 樹種 幹回り(2007年)

363 クスノキ 435㎝

（巨樹・大木調査について）
環境庁(当時)は1988年度に初めて全国一斉の巨樹・巨木林調査を実施し、幹周３ｍ以上の巨樹が56,000本、

更に2001年度のフォローアップ調査で64,000本が報告されている。

吹田市では、すいた市民環境会議が発足した1997年、市内の大きな木を調査することにしたが、1988年調査で

巨樹が5本しか記録されていないことがわかり、幹周２ｍにスケールダウンした大木調査とした。

この結果、420本の大木があることを報告し、吹田市はそのデータをもとに「保護樹木制度」を制定した。

10年後の2007年に2回目の大木調査を実施し928本の大木を確認、来年度2017年は第3回目の調査をする予

定なので、吹田市内在住の方、ぜひご協力をお願いしたい。

最近切ら

れた木

←899

903→
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←このメタセコイアは2007年大木調査時に

幹周りが200㎝に達していなかった。

正門～第２学舎周辺は

巨樹のスポット。

（334,336,340,342）
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← 最近枝切

りされた

←↑ 9年前は移植直後

←↑↓博物館周辺も巨樹スポット
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